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産業保安・安全政策に係る組織面での対応

⚫ 経済産業省として、産業保安・製品安全や化学物質管理の安全等規制について、近
年のDXやGXの動向に適切に対応するとともに、引き続き国民の安全な生活を担保す
るため、産業保安・製品安全、化学物質管理に係る部署を大臣官房に移管し、規制
側を推進側から分離させた新たな体制を構築する。
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※  産業保安及び製品安全に係る政策を担当する課室が所属。新体制後は産業保安監督部と合わせて定員約５００名程度の予定。
注） 組織名は現時点では仮称。組織改正は他部門も含め各種規定改正の調整が整い次第、2024年夏頃を目処に正式決定予定。
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（参考）経済産業省の7つの政策評価軸と政策テーマ

政策評価軸 政策テーマ 責任部局

１．経済構造改革の推進 経済産業政策局

２．対外経済関係の円滑な発展
①日本企業の世界市場獲得及び他国からの投資呼び込み

通商政策局
貿易経済協力局

②経済安全保障の実現
大臣官房経済安全保障室

貿易経済協力局

３．産業技術・環境対策の促進並
びに産業標準の整備及び普及

イノベーション循環の促進 産業技術環境局

４．情報処理の促進並びにサービス・
製造産業の発展

①DX、GX、経済安全保障を軸とした製造業のグローバル競争力強化 製造産業局

②デジタル社会の実現 商務情報政策局

③新しい産業の創出や安全・安心な市場の環境整備を通じた社会課題解決 商務・サービスグループ

５．産業保安の確保 産業保安グループ

６．鉱物資源及びエネルギーの安定
的かつ効率的な供給の確保並びに脱
炭素成長型経済構造への円滑な移
行の推進

①資源・エネルギーの安定供給の実現 資源エネルギー庁

②脱炭素成長型経済構造への円滑な移行（GX）の実現 産業技術環境局

７．中小企業及び地域経済の発展
①中小企業及び地域経済の発展

中小企業庁
地域経済産業グループ

②福島の復興 福島復興推進グループ
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